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あらまし 放送コンテンツの視聴は，認知症者にとって精神安定作用があるという報告がある．また外国

人には，文化や風習を知る上での貴重な素材である．しかし，字幕や手話表示は彼らの内容理解支援とい

う点から言えば，十分ではない．この分野では，ピクトグラム（絵文字）を活用した事例が数多く報告さ

れている．そこで，ピクトグラムを用いた動画像の内容理解支援の方式について検討する．
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Abstract It is reported that watching a broadcasting content is ataractic for dementia , and an im-

portant material to understand culture and custom for foreigner. But existing support format such as a

closed caption and a sign linguistics are not adequate for them. In the field of assistance for dementia or

foreigner, there are many reports using pictograms. In this paper, we discuss an understanding support

system for broadcasting content using pictograms.
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1. は じ め に

近年の情報通信技術の進歩に伴い，テレビ放送やイン

ターネットなどを通じて大量のビデオコンテンツが流通

されるようになった．しかし，国内で 160万人超といわ

れる認知症者や，日本語や英語がわからない外国人にとっ

て字幕や手話表示等によるビデオコンテンツの情報補完

は意味理解支援という点から見れば十分とは言い難い．

ところで障害者生活支援や異文化コミュニケーション

支援の分野では，ピクトグラム（絵文字）を活用した事

例が多く見受けられる．また，放送コンテンツの視聴は，

認知症者にとって精神安定作用があるという報告結果が

ある．また外国人には，文化や風習を知る上での貴重な

素材である．

そこで，本稿では，ピクトグラムと放送コンテンツを

融合する新たな情報提示方式を提案する．これにより放

送コンテンツの新たな利用方式と有用性を提唱する．

2. 情報補完方式

本章でははじめに，現在放送コンテンツに対して用い

られている視覚的な情報補完方式である字幕及び手話に

ついて説明する．さらに，今回対象とするピクトグラム

について概説する．
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2. 1 字 幕

字幕放送とは，テレビ番組における台詞やナレーショ

ンなどの音声を文字によって表現し，それを文字放送に

用いられる走査線の一部を使ってテレビ画面に表示する

放送である．また，聴覚障害者向けの字幕放送は，専用の

文字放送受信機によってテレビ画面に表示するクローズ

ド・キャプションであり，外国映画の日本語字幕など，一

般の受信機で表示することができる字幕（オープン・キャ

プション）とは異なるものである．近年では，e-Learning

の教材に字幕の付与を行うことによる学習効果の向上や

情報の伝達を容易にする研究なども行われている [1]．

しかし，字幕には表示位置，文字の大きさ，文字色，背

景色など制約があり，あらゆる放送に対応するためには

リアルタイムに字幕を作成する必要があるなどの問題が

ある．リアルタイム字幕の技術については，コンピュー

タがアナウンサーの声を自動的に字幕へ変換する音声認

識技術，高速入力を応用したリアルタイムキャプション

システムといった独自技術が広く利用されている．ただ

し，これまでに，同音異字の変換ミスなどいくつかの問

題も発生しており，技術開発は発展途上の段階にあると

いえる．

2. 2 手 話

手話とは手や指，腕を使う手指動作を中心に，非手指

動作と呼ばれる頭や上体の動きと顔の表情，視線，口型

などと組み合わた表現形式をいい，視覚によって受容さ

れる言語である．音声言語とは異なる独自の文法と語彙

の体系を持っている．世界共通ではなく，国や地域によっ

てそれぞれ手話は異っており，その分布は音声言語の分

布とは異なっている．日本で使われている手話には日本

語とは全く別の文法体系を持つ日本手話，日本語の習得

を目的とし，日本語の文章の語順に従って各単語を表現

する日本語対応手話，そして日本手話と日本語対応手話

の中間に位置する中間型手話がある．

そして，字幕放送と同じく聴覚障害者のテレビ放送へ

のアクセス手段として手話放送がある．手話放送では台

詞やナレーションなどの音声を手話通訳者による手話に

よって表現し，それを画面の一部（または全部）を用い

て表示する．しかし，手話放送を実施するには，音声を

手話によって表現する専門的な能力を備えた手話通訳者

が必要である．この手話通訳者の絶対数は明らかに不足

しているという点で，手話放送の普及は十分ではないと

言える．また，文字よりも手話のほうが理解しやすい聴

覚障害者への情報提供として日本語の入力から自動的に

手話アニメーションを作成するアプリケーションも開発

されてはいるものの [2]，情報の受け手である障害者も手

図 1 ピクトグラム列による表現の例

話が理解できるだけの能力や手間を必要とする．

2. 3 ピクトグラム

ピクトグラムとは日本語で“絵文字”と呼ばれるグラ

フィックシンボルであり，意味するものの形状を使って，

その意味概念を理解させる記号である [3]．本稿では，名

詞や動詞と一対一対応のイメージをピクトグラムと呼ぶ

ことにする．一概にピクトグラムといっても多種多様な

ものが存在し，記号の分かりやすさは対象物との視覚的

な類縁性により様々である [4]．

例えば，限りなく文字に近いピクトグラムとして，1940

年代に Blissにより考案されたブリスシンボルが挙げら

れる [5]．自然言語の語彙とほぼ一対一の関係をなすの

で，微妙なニュアンスの違いまでも表現できるが，この

記号の意味を理解できるようになることは一つの自然言

語を習得することと大差がない．本稿ではこのようなピ

クトグラムは対象としない．一方，比較的絵に近いもの

として PIC が挙げられる．PIC (Pictogram Ideogram

Communication) [6] とは，1980 年にカナダで重度の脳

性麻痺のために音声言語を使用することが難しい人々向

けに開発されたコミュニケーションの体系である．それ

を日本とカナダの文化による違いなどを考慮に入れてシ

ンボルの絵柄を一部変更，追加をしたのが日本版 PICで

ある．日本版 PICは心理学や認知科学の点から様々な研

究がされており [7]，知的障害や自閉症の児童とコミュニ

ケーションや，外国人に日本語教育を行った実例が紹介

されている [8]．その他，認知症者のコミュニケーション

支援を目的とした電子メールソフト [9]や，NHKの絵文

字チャット [10]などが挙げられる．

しかしながら，既存の研究では，ピクトグラムを組み

合わせて文を表現する場合，それを一次元的に並べるこ

とで対処していた．例えば，“地震なので机の下に隠れな

さい．そのあと建物から外に移動しなさい．”という文は

図 1 のように表していた．

この場合に問題となるのが，ピクトグラムの集合となっ

た瞬間に，その解釈に文法を必要とすることである．さ

らには，情報を発信する側と受信する側で，文法に関し

て同じ規則を持たなければならない．その上でどのピク

トグラムが主語でどのピクトグラムが動詞なのかといっ

たことを判断し，解釈を進めていく必要がある．このよ

うに，簡単な文章を表現するだけでも，細かい文法の仕
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図 2 ピクトグラムの二次元的な配置例

様を決定し，それを学習する必要が生じる．これではピ

クトグラムを用いるメリットが半減してしまうし，伝達

の速度が遅い．

放送コンテンツのような時系列データは，その内容に

適した補完表示できる時間にも制約がある．そこで，ピ

クトグラムのような瞬時に把握できる理解支援方式が望

まれる．

3. 絵 文

一次元的に並べられたピクトグラムの理解には問題が

あったが，ピクトグラムの集合を二次元的に配置させる

ことで，空間的な位置関係から文法の理解を必要としな

いで直感的に理解できると考えられる．

我々はこれまでに，図 2のようなピクトグラム群から

構成される情報の効果的な表現方法として，絵文という

新しい概念を提案している [11]．絵文は，ピクトグラム単

体の意味情報に加え，相対的な大きさや表示位置によっ

て決定される意味情報をメタデータを付与することで，

統語的な情報も表現する．ピクトグラム列で表現した場

合は，一つのピクトグラムが一つの単語に対応している

ため，文章が単語の羅列であるだけだが，絵文では自然

言語による文とほぼ同等の表現能力を通常の言語の文法

とは異なる規則により定義できると考えている．そこで，

絵文の概念を使うことで放送コンテンツの新しい情報補

完形式の提案を行う．

4. 提 案 方 式

4. 1 概 要

一般的な映像は音声の内容（言語）把握が困難な認知

症者にとっては情報過多で，唐突に見せられてもどこに

注視すればよいかわからず混乱をきたすだけである．実

生活における視界や無形の事象（出来事等）の情報も同

様で，養護学校やリハビリセンターでは，それを抽象化

した絵文字カードでまず把握させた後，理解させる訓練

を行っている．また地震の映像を考えた場合，地震とい

う概念は知っているが，なじみがなく且つ音声が理解で

きない外国人にも同様の現象が起こる．変換技術によっ

て生成された絵文をさまざまなエフェクトを駆使するこ

とで，個人の特性にあった映像内容の理解支援を行う．字

図 3 理 解 支 援

図 4 Pictorial Authoring Tool のスクリーンショット

幕のような比較的長さが短く，文法もそれほど複雑でな

いテキストと絵文の自動変換技術を放送コンテンツの理

解支援に適用する（図 3参照）．

処理を流れを以下に列挙する．

（ 1） 放送コンテンツのメタテキストを絵文へ（自動）

変換

（ 2） テキストを絵文へ変換

（ 3） 表示形式の選択

（ 4） 映像とマージして表示

4. 2 テキストから絵文への（自動）変換

我々の研究グループはテキストデータと絵文を相互自

動変換できる仕組みの研究・開発を進めている．その一

環としてこれまでに，会話や文字の理解に困難がある認

知・知的障害者のコミュニケーション手段として，絵文

のオーサリング機能を持つツール (Pictorial Authoring

Tool) を開発し，インタフェース周りを中心に改良を重

ねてきた [12]．スクリーンショットを図 4に示す．インタ

フェースの特徴は，カテゴリーに分けられた絵文字パー

ツをドラックアンドドロップで組み合わせるだけで，視

覚的な“文”すなわち絵文を生成できることである．生

成した絵文は画像として保存もできる．

具体的なテキストと絵文の相互変換部分についての実

装は現在急ピッチで進行中であり，詳細については稿を
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図 5 ピクトグラムによる情報補完機能を有するプレイヤーの

試作

改めることとする．本稿では，そのような自動変換がな

されるという前提の基で考えるものとする．

4. 3 表 示

人によって理解できる内容に違いがある．いろいろな

エフェクトを考えることで，個人特性によった表示形式

を提供でき，効果的な理解支援が行えることになるであ

ろう．表示形式についての考察は次章に記述する．

現在，ビデオコンテンツに Pictorial Authoring Tool

で作成した絵文を同時に表示するようなプレイヤーのプ

ロトタイプはすでに実装している（図 5 参照)．今後は，

様々な表現形式に対応できるように機能の拡張を行って

いく．さらには，Pictorial Authoring Toolとの連携方式

についても模索していく予定である．

5. 表 示 形 式

テキストから変換された絵文の表示形式について考察

する．エフェクトによって注目すべき特定の対象への注

意を促進させる．

5. 1 エフェクト

注意の喚起効果についての検討が行われている [13]．

ここでは注目すべき対象の存在する領域でフラッシュや

ズームする cue（合図）が，その領域への注意の喚起に有

用であり，また cueの固定，移動があまり効果的ではな

いという結果が得られている．これを参考にしたエフェ

クトを以下に列挙する．

• フラッシュ

絵文をフラッシュさせる．絵文を構成する個々のピク

トグラムと対応している映像中の特定の領域に順に cue

を提示する．その cueをフラッシュさせると同時に対応

するピクトグラムもフラッシュさせることで映像とピク

トグラムの対応の理解支援を行う．絵文中のピクトグラ

ムはあらかじめ全て表示させる．または，初めは何も表

示されていないが cueの順にピクトグラムも一つずつフ

ラッシュさせながら表示させる．

• 重ねあわせ

ピクトグラムを対応する映像中の領域に映像と対応す

るピクトグラムを重ねた表示によって，注視喚起を施す

と同時に領域部分の内容をピクトグラムにより提示する．

ピクトグラムをフラッシュさせる等の効果を用いて，よ

り強い注意喚起の表出も可能である．

• 全画面表示

実際の映像ショットを再生する前に数秒間絵文を全画

面に表示する．これによりこれから再生する映像の概略

をあらかじめ認知させておく効果が期待できる．これは，

特定のピクトグラムと対応する映像中の領域をうまく区

切れないような場合でも適用できる．ピクトグラムから

映像へのトランジションに関するエフェクトに関しては

既存の方式をそのままに適用できるであろう．

• ズーム

ピクトグラムと対応した映像中の領域を拡大表示する．

一つずつ順に領域の拡大が終わったら，対応するピクト

グラムを表示させる．または，領域への cueにあわせて

絵文中のピクトグラムを拡大することで，映像とピクト

グラムの対応をわかりやすくする．

• 色

初め絵文をモノクロで表示させる．ピクトグラムと対

応した映像中の領域に順番に cueを行う．その際，cueさ

れた領域に対応したピクトグラムを順にモノクロからカ

ラー表示に変更させ，その対応を理解させる．

しかし，ズームでは元のコンテンツ映像を必要以上に

加工してしまう恐れが生じる．情報補完という意味合い

から，元の映像状態は極力保持するのが望ましい．また

ピクトグラムは色を変化させると認識しずらいとされて

いる．したがって，ズームや色に対するエフェクトにつ

いてはその効果を慎重に見極める必要がある．

5. 2 エフェクトに基づく再生フロー

地震の訓練映像を題材にした再生フローの例を図 6に

示す．

フロー Aは最も単純なエフェクトである．映像の隅に

その内容を表す絵文を表示させて情報補完を行っている．

字幕や手話と同様に一部領域を共有する形式で提示する．

フロー Bは学校で地震が起こった際の映像であることを，

あらかじめ数秒間全画面に提示させ認知させる．フロー

Cは段階的な情報補完提示である．最初から絵文を表示

させてしまうと，逆に実際の映像に全く注意が向かなく

なるということがある．フロー Dとフロー D’のように
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図 6 地震の訓練映像における再生フロー図

個人の認知特性によってピクトグラムを使い分ける必要

もあるだろう．フロー Eは重ね合わせのエフェクトであ

る．単純に絵文を隅に表示させるより，ピクトグラムと

映像の位置対応関係を明確に示すことができる．フラッ

シュを併用すれば，注視効果は高まるだろう．単純に埋

め込みの形式で単純に表示させるだけでなく，エフェク

トの併用によって，個人特性に応じた最適な形式での情

報補完が行える．

6. まとめ，今後の展望

ピクトグラムを用いた放送コンテンツの内容理解支援

方式について検討した．今後は提案方式の実装と今回検

討したエフェクトの実用的な効果について実験を行う予

定である．エフェクトの効果は個人の特性や障害のタイ

プによっても異なると考えられる．それぞれの特性の理

解により個人に適切な注意喚起を行えるエフェクトが実

現できるだろう。さらに情報提示のタイミングに対して

も実験結果をふまえた検討が必要であろう．

本稿の検討方式が，今後のデジタル放送，さらにその

他の動画コンテンツにおける情報補完の一方式として大

きな役割を担っていくことを目標として研究を進めてい

く．研究成果はプロジェクト HP（注1）にて順次公開して

いく予定である．
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